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学 会 の 動 き

　

2
0
1
3
年
度
全
国
大
会
に
お
い
て
、

“Y
our Career as a Civil Engineer 

and O
ur Future Society

”の
タ
イ
ト

ル
の
も
と
、
40
年
後
の
社
会
に
向
け
て
土

木
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
探
り
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
社
会
貢
献
に
関
し
て

考
え
る
若
手
技
術
者
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
た
。
様
々
な
国
籍
や
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
33
名
の
若
手
技
術

者
に
よ
り
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
議
論
と

交
流
が
行
わ
れ
た
。

日
本
の
土
木
工
学
─ 

今
こ
そ
日
本
で
働
く
チ
ャ
ン
ス

　

開
会
式
で
は
、
土
木
学
会
1
0
0
周
年

事
業
実
行
委
員
長
で
あ
る
藤
野
陽
三
教
授

（
東
京
大
学
）か
ら
開
会
の
辞
を
い
た
だ
き
、

工
学
分
野
の
変
遷
や
土
木
学
会
の
歴
史
な

ど
、
日
本
に
お
け
る
土
木
工
学
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
招
待
講
演
で

は
、Phan H

uu D
uy Q

uoc
博
士（
清
水

建
設
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）
が
登
壇
し
、
ご
自

身
の
日
本
で
の
経
験
や
、
技
術
を
媒
介
と

し
た
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
交
流
に
関
し
て

語
ら
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
若
年
層
が
多
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
ち
て
い
る
一
方
で
日
本

は
技
術
経
験
が
豊
富
で
あ
る
、
日
本
で
少

子
化
が
進
ん
で
い
る
今
こ
そ
、
日
本
で
働

く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
と
留
学
生
・
外
国

人
技
術
者
た
ち
に
投
げ
か
け
た
。

40
年
後
の
土
木
工
学
に

求
め
ら
れ
る
も
の
と
は

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
6
グ
ル
ー
プ
編
成

で
行
わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
1
名
と
国
籍
や
現
所
属
を
勘
案
し

た
約
6
名
の
若
手
技
術
者
で
構
成
さ
れ
た
。

参
加
者
に
は
事
前
に
質
問
表
が
配
布
さ
れ
、

①
40
年
後
を
予
想
し
た
際
に
理
想
的
な
未

来
の
社
会
と
は
何
か
、
②
理
想
的
な
未
来

の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
土
木
技
術
者

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
必
要
と
さ
れ
る

行
動
は
何
か
、
③
理
想
的
な
未
来
の
社
会

の
実
現
に
向
け
て
土
木
技
術
者
と
し
て
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
貢
献
し
た
い
か
、
の
三

つ
の
問
い
へ
の
回
答
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
最
初
の
ブ
レ
イ
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
で
は
、
40
年
後
の
土
木
の
姿

や
40
年
後
に
土
木
工
学
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て
、
各
自
付
箋
紙
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
後
、自
己
紹
介
と
併
せ
て
1
分

間
の
口
頭
発
表
を
グ
ル
ー
プ
内
で
行
っ
た
。

人
口
増
減
や
都
市
・
交
通
の
変
化
を
は
じ

め
、技
術
革
新
、自
然
環
境
等
に
関
し
て
多

様
な
意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。次
に
、班
員
で

共
有
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
い
く
つ
か

の
系
統
に
分
類
し
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
キ
ー

ワ
ー
ド
を
選
ん
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
選
ば
れ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、人
材
育
成
や
持
続
性
、発
展
、維
持
、

「
2
0
1
3
年
度
土
木
学
会
全
国
大
会
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

若
手
技
術
者
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
催
報
告

飯
島 

怜
　
（
東
京
大
学
大
学
院 

工
学
系
研
究
科
）

山
下 

優
輔
（
名
古
屋
大
学 

工
学
部
）

写真1　グループディスカッションの様子

写真2　1分間プレゼンテーションの様子

若手技術者国際ワークショップ
開催日時：�2013年9月5日（木）
開催場所：�日本大学生産工学部津田沼キャンパス

土木学会全国大会では毎年、留学生・外国人
技術者を主な対象としたサマーシンポジウ
ムが開催されている。2013年度は、土木学会
が創立100周年を迎えるにあたり取り組まれ
ている土木学会100周年事業の一環として、
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した若手技術者による英語でのワークショッ
プが開催された。
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自
然
、
技
術
、
リ
ス
ク
と
幅
広
く
、
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
話
の
展
開
も
異
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
ふ
ま
え
て
各
自
考
え
を
深
め
、
土
木

技
術
者
と
し
て
の
将
来
の
夢
を
一
人
ひ
と

り
ポ
ス
タ
ー
に
表
現
し
、
そ
れ
を
用
い
て

ひ
と
り
ず
つ
全
参
加
者
の
前
で
1
分
間
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
40
年
後

の
土
木
工
学
の
課
題
や
そ
れ
ら
へ
の
関
わ

り
方
に
対
す
る
考
え
は
、
共
通
な
部
分
が

あ
り
な
が
ら
も
33
人
皆
違
い
、教
授
に
な
っ

た
自
分
を
想
定
し
た
り
、
社
会
の
構
図
を

ふ
ま
え
て
自
ら
の
立
ち
位
置
を
示
し
た
り

す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
表
も
展
開
さ

れ
た
。
発
表
後
に
は
ポ
ス
タ
ー
を
壁
に
展

示
し
、
自
由
に
意
見
交
換
す
る
時
間
が
設

け
ら
れ
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
絵
や
グ
ラ
フ
、
配
色
に
よ
っ
て
考
え

を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
並
ん
だ
。
ま
た
、

発
表
や
ポ
ス
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
他
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
も
積
極
的
に
交
流

す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

「
専
門
外
の
仕
事
」
と

言
わ
な
い
土
木
技
術
者

　

約
4
時
間
に
わ
た
る
議
論
等
を
終
え
、

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
長
の
石
田

哲
也
教
授（
東
京
大
学
）に
よ
る
閉
会
式
が

行
わ
れ
た
。40
年
前
の
1
9
7
3
年
、現
在

の
よ
う
な
社
会
を
想
像
し
た
も
の
が
ど
れ

ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
か
。
40
年
後
を
推
測
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
土
木
工
学
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、

な
る
べ
き
か
に
つ
い
て
知
る
者
は
い
な
い
。

だ
が
、こ
れ
だ
け
は
言
え
る
、何
か
起
き
た

と
き
に「
こ
れ
は
自
分
の
専
門
外
の
仕
事

だ
」
と
言
わ
な
い
こ
と
が
土
木
技
術
者
の

理
想
像
で
あ
る
、
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
将
来
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
」、「
他
大
学
の
留
学
生
と

交
流
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
好
評

な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。な
お
、創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
2
0
1
4
年
度
の

土
木
学
会
全
国
大
会
で
は
、本
年
度
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
拡
大
し
、
国
内
外
の
若
手

技
術
者
・
学
生
を
一
堂
に
集
め
た
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
す
ま
す
盛
況
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
を
終
え
て

　

日
本
の
新
規
イ
ン
フ
ラ
は
減
少
し
て
お

り
海
外
進
出
の
時
代
で
あ
る
、
そ
う
思
っ

て
き
た
の
で
、
日
本
の
少
子
化
が
外
国
人

に
と
っ
て
日
本
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
方
が
新
鮮
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
若
手
技

術
者
同
士
が
国
際
的
に
交
流
す
る
こ
と
は
、

技
術
の
授
受
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
い
視
野

を
も
つ
技
術
者
の
育
成
、お
よ
び
、そ
れ
に

伴
う
土
木
工
学
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
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